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この号を手に取られている頃は，新型コロナウイルス

感染症の感染症法上の位置づけが 5 類に見直されている

状況だと思います。これまで，医療機関や行政をはじめ

として，感染症対策の第一線で対応された皆さまに心か

ら感謝と敬意を表します。ただ，5 類に位置づけられた

としても，感染症対応の必要性が全くなくなるわけでは

ございませんので，読者の皆さま方を含む，関係者の皆

さま方，引き続きよろしくお願いします。

70巻 5 号では原著 2 編，公衆衛生活動報告 1 編，資料

1 編が掲載されています。川村らの研究では，都市部に

おける妊娠への適応の観点からみた不良な夫婦関係に関

連する要因として，不妊治療による妊娠，妊婦の怒りや

苛立ち，夫の健康不良であり，専門職者は妊娠期にこれ

らの夫婦への支援を焦点にする必要がある，とまとめら

れています。政府として子育て支援が強化されている昨

今の状況と照らし合わせても，大変貴重な報告だと考え

られます。若子らの都市部住民における塩味味覚閾値の

規定要因に関する研究では，喫煙習慣を有することと，

推定一日食塩摂取量の多さが，塩味味覚閾値が高いこと

と関連しており，健康診断や保健指導の場で，活用でき

るデータを示していただきました。

伊藤らの介護サービスの担い手養成プログラムに関す

る公衆衛生活動報告では，地域住民をサブスタッフ（介

護予防の一定の知・技術と守秘義務を持ち，職員の支援

のもと自立に向けたケアを有償で提供する補助スタッ

フ）として養成する「サブスタッフ養成講座」を開発し

たものであり，介護サービスの担い手不足を軽減する可

能性を秘めた貴重な報告であると考えられます。

川内らの保健所職員による精神科措置入院者への退院

後支援の実態調査の報告では，保健所職員が退院後支援

を行いやすくするためには，学会・研究会参加の時間を

確保すること，関わり続けることへの意義を感じられる

ようにすること，支援の効果をフィードバックしてもら

うこと，そして関係者会議で情報共有することが示され

ております。明確な結果が得にくい退院後支援の中で

は，“支援の意味付け”を周りの職員も含めて働きかけ

ていく必要性があることを示した報告であると感じまし

た。

本誌では，新規性や公衆衛生分野へのインパクトの大

きい原著論文はもちろんになりますが，この雑誌を手に

取ることが多い，最前線で公衆衛生活動に取り組んでい

る多くの実務者にとっても有益な活動報告も，会員の皆

様により多く届けられればと思います。今後も公衆衛生

の研究者，実務者に有用な研究，報告の投稿をお待ちし

ております。 （大類真嗣）


